
 

（第２号様式）   
令和８年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立小田原城北工業高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書【定時制】（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定着、専
門教育の充実、共通
教科と専門教科のバ
ランスに配慮した教
育課程編成や組織的
な授業改善に取り組
む。 
 

②専門教育充実のた
め、三修制希望生徒
への支援、資格取得
の推進、企業や職業
技術校等との連携体
制の確立など、夜間
定時制高校として魅
力をより一層充実す
る。 
 

③学校行事や生徒会活
動を充実させ、生徒
の主体的活動を推進
する。 

 
 
 
 
 
 
 

①基礎学力の定着と工業
の専門性向上を実感で
きる授業づくりを行
う。卒業後の進路を見
据えて学習に取り組む
ことができるよう支援
体制の充実を図る。 

 
 
②国家資格取得に向けた
支援体制の充実、企業
や職業技術校等との連
携を図り、夜間定時制
の工業高校として魅力
的な教育活動を展開す
る。 

 
 
③学校行事や生徒会行事
の充実を図る。 

 

①組織的な授業改善のテー
マの一つとして ICTを効
果的に利活用した授業づ
くりを設定し、定時制全
体で取り組んでいく。新
課程の三修制生徒の卒業
に向けて、丁寧な学習支
援を実施する。 

 
②キャリアプランにおける
資格取得の有用性を生徒
に伝える取組を粘り強く
行うとともに、合格に向
けた指導体制を充実させ
る。外部機関との連携の
在り方を整理する。 

 
 
③学校行事や生徒会行事の
事前指導を充実させ、各
行事のねらいを明確にす
ることにより生徒が主体
的に参画できるよう指導
する。 

 

①ICT を効果的に利活用し
た授業づくりに定時制全
体で取組むことができた
か。生徒による授業評価
等で学習に対する自己評
価が向上したか。三修制
希望生徒が卒業すること
ができたか。 

 
②国家資格等の受験率や合
格率が向上したか。外部
機関と連携を深めること
ができたか。 

 
 
 
 
 
③学校行事や生徒会行事に
生徒が自分事として主体
的に参画していたか。 

 

①ICT の利活用をテーマ
とした授業改善に定時
制全体で取り組むこと
ができた。三修制希望
生徒も良好な成績を収
めており、卒業見込み
である。 

 
 
②昨年度と比較して第二
種電気工事士の受験者
数が増加し、新たに無
線従事者の国家資格を
取得する生徒が増加し
た。 

 
 
 
 
③４月に実施される遠足
は昨年度より参加人数
が減少してしまったが
76.7％の生徒が積極的
に参加しクラスの親睦
を深めることができ
た。交通安全教室や生
徒総会には 80％超の生
徒が出席できた。 

①生徒自身の ICT 活用
能力の向上について
は更なる改善の余地
がある。組織的な取
組を継続し、基礎学
力の定着と専門性の
向上を実感できる授
業づくりを推進す
る。 

 
③定時制全体の資格受
験率は、昨年度から
11％低下している。
生徒が資格に挑戦し
やすい支援体制を充
実させること、外部
機関と連携した魅力
ある教育活動の充実
が課題である。 

 
③今後も行事に対して
生徒達が主体的に参
画できるよう、より
良い学校行事の在り
方を引き続き検討す
る。 

 

① ICT 利活用の組織的
取組で授業改善が
進み、三修制の成
果も顕著。今後は
生徒の技能向上を
焦点に基礎学力定
着と専門性を実感
できる授業を推進
し、更なる教育の
質向上を期待す
る。 

② 電気工事士の受験
者増や無線従事者
の新規取得が進
み、資格取得を通
じた専門性の向上
が着実な成果とし
て現れた。更なる
活性化に期待す
る。 

③ 遠足の参加者は減
少したが７割超が
親睦を深め、諸行
事の出席率は８割
を超えた。今後は
主体的参画を促す
行事の在り方を検
討し、更なる活性
化と魅力向上を期
待する。 

ICTを活用した授業改
善がなされ、生徒の
基礎学力の向上が図
られている。三修制
による卒業を目指す
が生徒の希望を叶え
る支援がされてお
り、目標を達成して
いる。 
 
国家資格の取得が進
んでおり、目標を達
成している。資格・
検定の取得は生徒の
将来を生き抜く力と
なるので、生徒への
資格啓蒙活動の推進
をお願いしたい。ま
た、物価高騰の折、
資格検定試験の受験
費用も高額になって
いる。生徒が受験し
やすいような経済的
な支援を県教委に働
きかけを検討してく
ださい。 

教員のICTスキルは
向上しているが、
生徒のICT利活用は
個人差が大きい。 
生徒の習熟度に応
じたICT活用場面を
授業内に設定し、
個別のスキルアッ
プを組織的に支援
する。 
 
若年者就労支援制
度の活用や、東京
都が行っているよ
うな高校生資格取
得受験費用の経済
的支援を学校単独
では限界があるた
め、専門学科高校
として県教育委員
会に働きかける必
要がある。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①個に応じた支援のた
めの組織的な教育相
談体制を確立すると
ともに、基本的生活
習慣の確立に向けた
きめ細かい生活指導
に取り組む。 

 
②部活動の活性化や各
種コンテスト、競技
会への参加を通し
て、生徒の達成感、
連帯感、責任感を涵
養する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒一人一人に対応で
きる相談体制を確立す
るとともに、生徒の情
報を共有し、担任、学
年外でも生徒の対応を
しやすくする。また、
基本的生活習慣の確立
に向けたきめ細かい生
活指導に取り組む。 

 
②「神奈川県立学校に係
る部活動の方針」によ
り、部活動の方針を策
定し、教育課程と連携
した部活動の活性化を
図る。 

①登校指導時に生徒から話
しやすくなるように声か
けをするとともに、生徒
の対応から困りごとや課
題を捉え、支援へとつな
げる。 

 
 
 
 
②新たに策定する方針に従
い年間指導計画を作成す
ることで計画的な活動を
行い、部活動の活性化に
努める。 

 

①登校時における声かけを
行う。複数の職員で個々
の生徒を観察して生徒の
変化を捉え、支援が必要
だと思われる生徒につい
ては担任、学年および家
庭とも情報共有し支援に
つなげられたか。 

 
 
②年間を通して部活動の活
性化を図り、主体的に部
活動に参加した生徒が増
えたか。 

 

① 正門・昇降口におい
て登校指導・声かけ
を毎日行い、生徒の
様子を確認しながら
変化の見られた生徒
の情報を担任に連絡
し、個別指導へつな
げることができた。 

 
 
② 毎学期ごとの部活動

集会で活動計画を立
てながら部活動の活
性化を進めることが
できた。今年度もﾊﾞ
ｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部は西相・
湘南地区定時制通信
制ｽﾎﾟｰﾂ大会へ参加
した。 

①生徒の遅刻・欠席数
が減少するような方
策を検討しながら、
基本的生活習慣の定
着に向けた声かけ指
導を継続していく。 

 
 
 
 
②軽音楽部は主体的に
参加する生徒が増加
してきたが、夜間で
の大きい音量での練
習が難しいため、極
力効果的に練習でき
るような活動方法を
検討・推進してい
く。 

① 登校指導を通じた
状況把握と個別指
導への連携を実
現。今後は遅刻欠
席の抑制を図り、
基本的生活習慣の
定着に向けた組織
的指導に期待す
る。 
 

② 定期集会で部活動
の活性化を推進。
各部の大会出場や
参加増した成果を
評価する。今後、
夜間の制約に対し
効率的な練習法を
検討し、生徒の主
体的活動を継続支
援に大いに期待す
る。 

日々、生徒を見守る
生徒指導がなされ、
生徒の情報を共有し
ており、目標を達成
している。 
 
部活動において大会
に参加するなど、
「生徒の活動を保障
しており目標を達成
している。 
生徒数が少なくなっ
ている中、生徒の活
動を保障する手立て
が必要と思われる。 

会議で共有された
情報を個別の支援
計画（指導記録
等）に反映させ、
組織的な継続指導
を徹底する。 
 
軽音楽部の練習方
法ではデジタル楽
器の導入を検討し
てください。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月６日実施） 

総合評価（３月26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりの進
路実現に向けた指
導、支援の充実を図
る。 

 
②これからの時代を生
きて行くうえで必要
な資質や能力を育成
するためのキャリア
教育を推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

①個々の生徒が卒業後の
進路に対し、具体的な
イメージが持てるよう
指導する。 

 
②キャリア教育を推進す
るためのプログラムの
充実を図る。 

①LHR や面接等を通して、
早い段階から生徒が卒業
後の進路について、具体
的に考えることができる
よう指導する。 

 
②キャリア教育のねらいを
明確にし、講演会等を実
施することで、生徒が主
体性を持って将来を考え
ることができるよう努め
る。 

①個々の生徒の卒業後の進
路希望を把握し、卒業ま
でに進路実現に向けた指
導をすることができた
か。 

 
②地域の企業等にも協力を
いただきながら、キャリ
ア教育のねらいに沿った
企画を実施することがで
きたか。 

① 生徒が主体的に取り
組めるよう支援し、
卒業予定者７名中１
名が自営、１名が自
衛隊に合格、２名が
民間企業に内定、２
名が就労継続支援事
業所への就労、１名
が大学への進学とす
べての生徒が進路を
決定することができ
た。  

 
② 今年度も継続して本

校を会場に小田原高
校と合同で進路懇談
会を開催することで
生徒達のキャリア意
識が高まった。 

① 従来の一般就労だ
けでなく自己の進
路実現に向けた意
識が広がり、就労
継続支援事業所へ
の就労を希望する
生徒も出てきてい
るため、事業所へ
の就労にも組織的
に支援できる体制
を構築する。 

 
② 卒業後の進路に向

け自分事として取
り組めるようなキ
ャリア教育に資す
る内容の講演会等
を実施・検討す
る。 

① 全卒業予定者の進
路決定を実現。多
様なニーズに応じ
た支援が奏功した
ことは大きな成果
である。今後は福
祉就労への組織的
支援体制を構築
し、進路実現を一
層推進することを
期待する。 

 
② 小田原高校との合

同懇談会でキャリ
ア意識が向上。今
後は主体的な進路
選択を促す講演会
等の実施を検討す
ると良い。 

卒業生全員が進路を
決定という最高の結
果が示されていま
す。福祉就労など多
様なニーズにこたえ
た点も特筆すべき成
果です。 
 
小田原高校との合同
進路懇談会の開催は
生徒の進路意識の向
上に有効である。 
 
今後は卒業生による
進路講話を実施する
などキャリア教育を
推進してほしい。 

進路意識の向上や
進路のミスマッチ
を防ぐためにも卒
業学年時におけ
る、地域と連携し
たインターンシッ
プや課題研究にお
ける現場実習を実
施。 
 
「卒業生による進
路講話」は定時制
生徒にとって非常
に説得力があるの
で学校行事に位置
付ける。 

４ 地域等との協働 

①地域産業や地域社会
との連携、協働によ
る教育活動の充実に
取り組む。 

 
②地域や中学生に工業
高校の魅力・特色を
発信するため広報活
動の充実を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①地域産業・地域社会、
近隣の小中学校等との
連携・協働に取り組
む。 

 
 
 
 
 
②広報活動を、引き続き
積極的に行い、本校定
時制の魅力や特色をよ
り分かりやすく情報提
供できるよう努める。 

①文化祭に地域の方を招く
など、地域と連携・協働
した行事を実施するとと
もに、生徒の自己肯定感
を育むため、地域の小中
学校で行われる行事等に
参加する取組の充実を図
る。 

 
②本校の魅力をより詳しく
広報するため、ホームペ
ージを中心に ICT を活
用した情報発信を積極的
に行う。また、学校説明
会や中学校訪問を通じ
て、授業や実習など普段
の工業高校らしい様子を
随時見学できることを発
信していく。 

①地域の方や近隣の小中学
校等との連携・協働した
取組を充実させることが
できたか。 

 
 
 
 
 
②ホームページをより分か
りやすい内容に整理し、
常に最新の情報発信を行
うことができたか。ま
た、本校の特色である定
時制や資格取得につい
て、分かりやすく説明で
きたか。 

① 体育祭では、多くの
ＰＴＡ・保護者、在
校生兄弟の参加や協
力を得ることができ
た。地域貢献活動で
は日頃の感謝を込め
て通学路のゴミ拾い
を実施し地域の美化
に貢献できた。 

 
②ホームページの内容
を整理し、最新の情
報を発信することが
できた。学校説明会
や中学校訪問を通し
て定時制の魅力を広
く周知することで、
中学生や保護者の学
校見学につなげるこ
とができた。 

① 近隣の小中学校と
の連携・協働で実
施が可能と思われ
る行事の検討をし
活動の推進を図
る。 

 
 
 
 
②次年度に向けて新
校ホームページの
充実を図るととも
に、多様な学びの
選択肢の１つとし
て定時制の魅力を
より多くの中学生
と保護者に周知す
ることが課題であ
る。 

① PTA や地域の協力を
得て体育祭を成功
させ、美化活動で
地域貢献。今後は
近隣小中学校との
連携を深め、交流
行事の活性化を検
討すると良い。 

 
② HP 刷新と説明会・

中学校訪問で定時
制の魅力を広く周
知し、見学者増を
実現。今後は新校
HP を充実させ、多
様な学びの選択肢
として更なる情報
発信がされること
を期待する。 

 

体育祭への家族の参
加や地域貢献活動な
ど、具体的な活動が
支援されています。 
 
さらに地域の方も参
加できるようにする
と生徒のやる気を引
き出せると思われ
る。 

地方の小規模学校
のような地域と連
携した「地域住民
や近隣小中学校が
参画可能なワーク
ショップ型行事」
の検討。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒が安心して学校
生活を送れるよう学
習環境の整備、防災
体制の整備に取り組
む。 

 
②研修による意識啓
発、業務の共有、協
働、効率化をめざ
し、働き方改革の推
進と不祥事の未然に
防止を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

①防災や危機管理の面か
ら教育環境の整備及び
点検を進め、安全・安
心で快適な環境のもと
での学習活動の活性化
を図る。 

 
②各グループ・班の業務
内容や分担を再点検
し、業務の相互補助や
協働を進め、効率化と
進行管理の徹底を図
る。また、不祥事に対
する当事者意識を醸成
し、事故の未然防止に
つなげる。 

 

① ICT の活用に向けて生
徒への支援、教員の研修
を充実させる。また、防
災訓練や防災教室を実施
し、地域・保護者の協
力、状況に応じた生徒の
防災行動を身に付けさせ
る。 

 
②各業務の共有化により、
主・副担当の相互補助を
進め、必要に応じて全体
での協働作業による効率
化を図るとともにＧＬや
班長は、業務の進行管理
に気を配る。また、不祥
事ゼロプログラムをもと
に不祥事防止研修会を設
定する。 

①生徒も教員も ICT活用に
取り組むことができた
か。防災訓練や防災講演
会の実施により、生徒の
防災意識の向上を図るこ
とができたか。また、地
域・保護者との協力体制
を整備することができた
か。 

 
②職員相互の連携が取れ
て、業務が一人に集中す
ることなく、遅滞なく業
務が遂行できたか。ま
た、不祥事が起こること
がなかったか。 

①生徒も教員も ICT 活
用に取り組むことが
できた。地域住民や
保護者と連携した避
難訓練、年間計画に
基づいた防災教育に
より、生徒の防災意
識を高めることがで
きた。 

 
② 年度初めに不祥事
防止項目に沿った担
当グループ、班を設
定し業務が集中しな
いように設定。これ
まで、計画通り実行
している。 

①次年度以降は教室
配置が大きく変わ
ることから、生徒
自身が考える防災
教育を充実させる
とともに、避難訓
練をより実践的な
内容とすることが
課題である。 

 
② テーマのマンネ
リ化や時期等のず
れに注意を図り計
画的に実行し当事
者意識が持てるよ
う工夫する必要が
ある。 

① 地域連携の避難訓
練を推進し、生徒
の防災意識を向上
させた。次年度は
新教室配置に合わ
せ、生徒が主体的
に考案する実践的
な防災教育の充実
と訓練の高度化を
期待する。 

② 業務を分担し不祥
事防止研修を計画
通り実施。今後は
マンネリ化を防
ぎ、当事者意識を
高める内容の工夫
を進め、引き続き
不祥事０を継続す
るようお願いす
る。 

ICTの活用と防災教育
の連動が評価されて
います。 
 
夜間すべての照明が
ロストした場合を想
定した避難訓練の実
施が必要です。 
 
今年度事故不祥事が
なかったことは喜ば
しい。 

発災時間や場所を
秘匿した実践的な
訓練を年間計画に
組み込み、対応能
力の向上を図る。 
 
新校のタイミング
で業務のスリム化
を推進するなど、
教員の働き方改革
の実効性を高めて
ください。 


